平成２５年度　前期末試験（追試験）
施行日　平成２５年７月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出題者　　　中　島　　義　雄　　
科目　地理情報システム　１／２　

問1．　ベクタトルデータで表現された次の図を見て、設問に答えなさい。ただし、図中の○番号は頂点番号、（　）内は座標値である。
[image: ]
（１）①~⑨のように地物の位置をデジタル形式の座標値を用いて示す方法は、「○○位置参照」という。○○に当てはまる語句を記述せよ。
	直接



[bookmark: _GoBack]（２）上問(1)の解答以外の方法で空間的な位置を特定するには、そのルールをあらかじめ用意しておいてする方法がある。現実世界において、このルールに相当する例を１つ以上挙げよ。
	電話番号、郵便番号、住所、標柱番号、基準点






(３)　図中にあるベクタトルデータ「国道１号線」に関連する属性情報にはどんなものが考えられるか。５つ以上書き出しなさい。
	道路名、車線数、起点終点、管理者名、制限速度、完成年月日など





(４)　図の情報から下表を埋めなさい。ただし、図形要素にはベクタ－データの要素名を入れ、属性情報はあなたが考える適切な情報を記入すること。また、Ｘ、Ｙ座標の記入にあたっては、ＸとＹが対応するものを同一行にして記入すること。

	現実空間
	地　　　図

	
	図形要素
	属性情報
	頂点番号
	X座標
	Y座標

	学校
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	科　目
	地理情報システム
１／２
	学　科
	測量科
測量設計科
	学年
	
	組
	
	番　号
	
	氏　名
	
	採　点
	



平成２５年度　前期末試験（追試験）
施行日　平成２５年７月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出題者　　　中　島　　義　雄　　
科目　地理情報システム　２／２

問２．次の文章中の（　）に適切な語句を語群から選んで書き入れなさい。
　ラスターモデルにおけるセルとその値の集合はレイヤと呼ばれ、それによって1つの特性が表される。ラスターデータを作成するためには最初にレイヤの範囲と解像度を決める必要がある。
①範囲　ラスターデータの対象領域で定義される。通常は東西方向の座標と南北方向の座標によって示される。同じ解像度では、範囲が広くなるほど必要なセルの数も（　　　１　　　）なる。
②解像度（分解能）　ラスターモデルにおける地理空間の最小単位であるセルの大きさとして定義される。セルの形は通常は正方形や長方形である。長方形のセルの場合には10m×15mのように表される。高解像度のデータではセルの大きさが（　　　２　　　）、（　　　３　　　）のセルが必要とされるのに対して、低解像度のデータではセルの大きさが（　　　４　　　）、必要なセルの数は（　　　５　　　）なる。
　実世界からラスターデータを作成する場合、まず、図面上に（　　　６　　　）をかぶせて、各セルにはそのセルの（　　　７　　　）に対応した値やコードを与え、これを入力する。この結果、ある属性についてのラスターデータが作成される。ラスターデータの値には整数、乗数、（　　　８　　　）などが用いられる。通常は一つのセルは1つの値しか持てないことになっている。また、属性をコード化してセルの値とすることもある。例えば、住宅造成地の地質条件を表現する場合には、住宅区画図に地質図をかぶせてラスターデータを作成すればよい。各地質に対応するコードを決めておき、地質に対応したコードを各セルのコードとすることができる。その際、1つのセルに2つ以上の地質が含まれることがある。このような場合には各セルで最大面積を占める地質をそのセルの地質としたり、セルの（　　　９　　　）点の地質をそのセルの地質としたりする。

＜語群＞　　　　大きく　、　多く　、　小さく　、　少なく　、　属性　、　中心　、　格子　、　アルファベット
＜解答欄＞
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９

	多く
	小さく
	多く
	大きく
	少なく
	格子
	属性
	アルファベット
	中心



問３．次の文章を読んで、設問に答えなさい。
ＧＩＳにおける実世界の地物のデータ化にはベクトル型のデータ（以下、「ベクトルデータ」という）がよく利用されます。ベクトルデータは、地物の位置や形状といった空間的な特性を図形データで管理し、数値や文字で表現できる地物の記述的な特性をリレーショナル型の属性テーブルのデータで管理します。個々の図形と属性テーブルのレコードは（　　）でリンクした構造を持ちます。
[image: ]
 (
点
)（１）右図のベクトルデータの種類を答えなさい。

 (
線
)（２）文中の（　　　）にあてはまる適切な語句を
下記選択肢から選んで解答欄に記述しなさい。
 (
面
)　　　＜選択肢＞
　　　１対１　、　１対多　、　多対１　、多対多
 (
１対１
)

（３）ベクトルデータの特徴をラスタデータと対比させて、その特徴を記述しなさい。
	







問４．主題図と一般図の違いについて説明せよ。
	主題図とは、特定の主題に重点をおいて描き表した地図で、土地利用図や地質図、道路地図、住宅地図、観光地図などがある。一般図とは、地形・水系・交通路・集落など、地表の形態とそこに分布する事物を特にどれに重点をおくということなく、縮尺に応じて平均的に描き表した地図の名称で、特定のテーマに限定されない利用に備えて作られた地図。代表的なものに、国土地理院が発行している地形図・地勢図などがある。



地理情報システム　２／２　S・P2
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